
路上駐停車　対策後路上駐停車　対策後

１台のトラックによる複数の荷受け先へ

の配送が長時間駐停車を助長。

【現状の路上荷さばき】【現状の路上荷さばき】

札幌都心部では、平成２８年度の道路局社

会実験として荷さばき実証実験※が採択。

引き続き検討を進めるとともに、エリアマ

ネジメント主体である札幌大通まちづくり

会社が共同配送活動を含み、道路協力団体

の指定を目指す。

※道路空間における価値向上のための民間活力による

　持続可能な荷さばきエリアマネジメント実証実験

目的と背景目的と背景目的と背景１
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３

４

【取り組みの目的】【取り組みの目的】

プロジェクト内容プロジェクト内容プロジェクト内容 【共同配送社会実験の概要】【共同配送社会実験の概要】

ヤマト運輸(株)が運営するストックポイン

トで約千個の荷物を取り扱った。

【共同配送の状況】【共同配送の状況】

【今後の方向性】【今後の方向性】

実験対象路線であった西５丁目線での停車車両台数は朝夕ピーク時間帯で半減

し、自転車の車道通行の安全性向上が確認された。

【共同配送社会実験の効果】【共同配送社会実験の効果】

【「歩いて楽しいまち」を目指して】【「歩いて楽しいまち」を目指して】

期間：平成27年10月29日（木）～31日（土）

主体：札幌都心部自転車対策協議会

内容：路外のストックポイント（荷物の一時保管場所）を活用し、複数の運送

　　　事業者が持ち込んで集約された荷物を、特定の運送事業者が台車で配達。

路上駐停車　対策前路上駐停車　対策前

効 果効 果効 果

ストックポイント活用状況ストックポイント活用状況

※実験協力：札幌地区トラック協会
　ストックポイント運営サポート：ヤマト運輸㈱

【対策中】の様子
（写真：西５丁目線）

【対策前】の様子
（写真：西５丁目線）

荷さばき等停車車両数の変化荷さばき等停車車両数の変化

商業者・輸送事業者・まち会社の商業者・輸送事業者・まち会社の
目指す関係目指す関係

結 論結 論結 論

店 店

Ｂ社

A社

ストックポイントに荷物を集約

荷物を台車などで配送

路上停車車両の抑制

共同荷さばき場

【ストックポイント】

店
短時間で
荷卸し完了！

自転車の車道左側を通行する
空間を確保

※集計データは、朝8:00～10:00、夕17：00～19：00に

　おける停車車両台数（貨物車）

※調査箇所は、市道西5丁目線　南1条通～南２条通区間

【48％減少】

【54％減少】

朝

夕

３１台
（10/6（火）8:00-10:00）

実 験 前 実 験 中

１３台
（10/6（火）17:00-19:00）

１６台
（10/29（木）8:00-10:00）

６台
（10/29（木）17:00-19:00）

商 業 者商 業 者

●荷さばき方法が変わることに
　 対し理解と協力

●これによるまちの魅力向上が、
　 まちの来客を増やし、売上増へ

輸送事業者輸送事業者

共同配送の
仕組みに参加

【目的】【目的】
「歩いて楽しいまち」「歩いて楽しいまち」

を実現を実現

輸送に関して
最大限協力

道路から
荷さばき車両を削減

●利益確保を前提として共同
　 配送の仕組み構築に協力

●共同配送の仕組みに参加する
　 ことでまちの魅力向上に貢献

●運送事業者・商業者の協力を
　 得て共同配送の仕組みを構築

●これにより、道路から荷さばき車
　 両を削減し、まちの魅力を向上

大通まち会社大通まち会社
道路協力団体：予定道路協力団体：予定

今後の取り組み今後の取り組み

H29

【背景（荷さばき車両よる影響）】【背景（荷さばき車両よる影響）】

自転車の車道通行を阻害自転車の車道通行を阻害 バスの安全性・定時性を阻害バスの安全性・定時性を阻害 ループ化による他路線への影響ループ化による他路線への影響

札幌都心部において、本格的

な荷さばき車両対策を進め、

「歩いて楽しいまち」を実現

する。

荷受先へ

まち

まち

札 幌 大 通 まちづくり株 式会社がマネ ジメント

店 店 店

A社 Ｂ社 Ｃ社

店 店 店

A社 Ｂ社 Ｃ社

店

Ｂ社A社 Ｃ社

店 店

自転車の車道左側通行を阻害

共同配送の仕組みをつくる

持続的な共同配送の仕組み

都心部における荷さばきルール

H29年度からの本格展開

道路上の荷さばき車両の削減

SPのキャパオーバーへの対応

対都心輸送モードの最適化

横持ちの進化

・ハブ活用
・地下鉄活用
・ＪＲ活用・ＪＲ活用
・バス活用

適な輸送パターンを適な輸送パターンを
検討検討

既存施設の活用
既存建物・運送事業者
様の協力を依頼

拠点の新設
道路空間・空き店舗活用
や新築を検討

・台車の高度化
・宅配ボックス

効率化や安全性向上に
向け様々な手段を検討

建物側の最適輸送

建て替えしやすい仕組み
を検討

歩いて楽しいまちへ ・共同配送を前提とした
　建物側の 適輸送
　マネジメント

道路パフォーマンス向上に向けた
新たなエリアマネジメントとしての共同配送社会実験の取り組み
・ 上村　達也 （国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 都市圏道路計画課）  ・ 萩原　亨　  （北海道モビリティデザイン研究会（北海道大学））　　　　　　　　　 　　　 　　　　 ・ 服部　彰治 （札幌大通まちづくり株式会社） 

・ 澤　 　充隆 （北海道モビリティデザイン研究会（株式会社ドーコン）） 　　　　　　　　　　・ 山本　郁淳 （北海道モビリティデザイン研究会（株式会社ドーコン））　　　　　　　　　　　　　　 ・ 矢野　伸弥 （札幌市建設局総務部 自転車対策担当課） 

・ 宮崎　貴雄 （国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 都市圏道路計画課）　・ 大部　裕次 （国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 都市圏道路計画課（前職））・ 前田　哲哉 （国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 都市圏道路計画課） 

・ 小池　敦史 （国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 都市圏道路計画課）


